
令和７年度全国学力・学習状況調査 

呉市教育委員会 

学 校 教 育 課 

 

○実 施 日  令和７年４月１７日（木） 

 

○対象及び教科  小学校（義務教育学校前期課程を含む。）第６学年全児童 国語，算数，理科 

         中学校（義務教育学校後期課程を含む。）第３学年全生徒 国語，数学，理科 

 

○教科に関する調査の結果（平均正答率（％）） 

校 種 教 科 呉 市 全 国 広島県 

小学校 

国 語 ７０ ６６．８ ６９ 

算 数 ５９ ５８．０ ５９ 

理 科 ６０ ５７．１ ５９ 

中学校 

国 語 ５５ ５４．３ ５５ 

数 学 ４８ ４８．３ ４７ 

 ※県及び市の平均正答率については，小数点以下は公表されていない。 

 ※中学校理科については，平均ＩＲＴスコアで表されている。 

 ※ＩＲＴスコアとは，生徒の正答・誤答が，問題の特性（難易度，測定精度）によるのか，生徒の

学力によるのかを区別して分析し，生徒の学力スコアを推定する統計理論。 

 

【国 語】 小学校国語及び中学校国語は全国平均を上回っている。 

【算数・数学】 小学校算数は全国平均を上回り，中学校数学は全国平均と同程度である。 

【理 科】 小学校理科は全国平均を上回り，中学校理科は全国平均を下回っている。  

 

 

 

 

 

 

校 種 教 科 呉 市 全 国 広島県 

中学校 理 科 ４９４ ５０３ ４９５ 



 

 

１ 呉市と全国平均・県平均 

 【小学校（義務教育学校前期課程を含む。） 第６学年】 

分類 区分 呉 市 全国との比較 全 国 広島県 

学習指導要領の

内容 

知識及び技能 

言葉の特徴や使い方に関する事項 ８３．２ ＋６．３ ７６．９ ７９．４ 

情報の扱い方に関する事項 ６４．３ ＋１．２ ６３．１ ６３．８ 

我が国の言語文化に関する事項 ８３．１ ＋１．９ ８１．２ ８２．１ 

思考力，判断力，

表現力等 

話すこと・聞くこと ７０．２ ＋３．９ ６６．３ ６８．９ 

書くこと ７２．３ ＋２．８ ６９．５ ７１．７ 

読むこと ５９．９ ＋２．４ ５７．５ ５９．６ 

問題形式 

選択式 ６６．８ ＋２．１ ６４．７ ６６．４ 

短答式 ８３．１ ＋４．６ ７８．５ ８０．５ 

記述式 ６５．３ ＋６．５ ５８．８ ６３．２ 

 【中学校（義務教育学校後期課程を含む。） 第３学年】 

分類 区分 呉 市 全国との比較 全 国 広島県 

学習指導要領の

内容 

知識及び技能 言葉の特徴や使い方に関する事項 ４９．３ ＋１．２ ４８．１ ４８．０ 

思考力，判断力，

表現力等 

話すこと・聞くこと ５３．５ ＋０．３ ５３．２ ５３．５ 

書くこと ５３．４ ＋０．６ ５２．８ ５２．９ 

読むこと ６３．２ ＋０．９ ６２．３ ６３．０ 

問題形式 

選択式 ６４．３ ＋０．４ ６３．９ ６３．８ 

短答式 ７３．２ －０．４ ７３．６ ７２．３ 

記述式 ２７．２ ＋１．９ ２５．３ ２７．１ 

 

２ 呉市の分析結果及び課題改善のための方策  【 】内は内容 （ ）内は問題形式 

 全国と比較して， 
正答率の高かった主な設問等 

全国と比較して， 
正答率の低かった主な設問等 

課題改善のための方策 

小
学
校 

第
６
学
年 

○目的に応じて，文章と図表など

を結び付けるなどして必要な情

報を見付ける。 

【読むこと（記述式）】 

○学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を文の中で正しく使う。 

【言葉の特徴や使い方に関する事 

項（短答式）】 

●目的に応じて，文章と図表な

どを結び付けるなどして必要

な情報を見付ける。 

【読むこと（選択式）】 

●事実と感想，意見などとの関

係を叙述を基に押さえ，文章

全体の構成を捉えて要旨を把

握する。 

【読むこと（選択式）】 

◇目的に応じて，必要な情報を見付

ける際に，文章と図表などの情報

を合わせて読んだり，複数の資料

を関連付けて読んだりする場を

設定する。         【読むこと】 

◇文章を読み取る際に，書き手がど

のような事実や理由を事例とし

て挙げているかを書き出したり，

まとめたりする場を設定する。 
【読むこと】 

中
学
校 

第
３
学
年 

○事象や行為を表す語彙について

理解する。 

【言葉の特徴や使い方に関する

事項（選択式）】 

○相手の反応を踏まえながら，自

分の考えが分かりやすく伝わる

ように表現を工夫する。 

【話すこと・聞くこと（選択式）】 

●資料や機器を用いて，自分の

考えが分かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫する。 

【話すこと・聞くこと（選択式）】 

●読み手の立場に立って，表記

を確かめて，文章を整える。 

【書くこと（短答式）】 

◇説明や提案等について，聞き手が
意見・助言等をする場面において，
資料の用い方や話し方の工夫につ
いて確かめる学習活動を行い，話
す内容や目的・相手等に応じて，ど
のような効果があるか等交流する
場を設定する。 

【話すこと・聞くこと】 

◇読み手の立場に立って文章を推敲

し，辞書やタブレット端末等を使

って表記等を確かめ，助言等を交

流する場を設定する。【書くこと】 

 

国 語 



 

 

１ 呉市と全国平均・県平均 

 【小学校（義務教育学校前期課程を含む。） 第６学年】 

分類 区分 呉 市 全国との比較 全 国 広島県 

学習指導要領

の領域 

数と計算 ６２．５ ＋０．２ ６２．３ ６３．０ 

図形 

 

 

 

５８．９ ＋２．７ ５６．２ ５７．１ 

測定 ５７．４ ＋２．６ ５４．８ ５５．３ 

変化と関係 ５６．６ －０．９ ５７．５ ５７．５ 

データの活用 ６５．０ ＋２．４ ６２．６ ６３．５ 

問題形式 

選択式 ６７．６ ＋０．４ ６７．２ ６７．４ 

 短答式 ６５．２ ＋１．２ ６４．０ ６５．１ 

 記述式 ３８．６ ＋３．７ ３４．９ ３６．２ 

 【中学校（義務教育学校後期課程を含む。） 第３学年】 

分類 区分 呉 市 全国との比較 全 国 広島県 

学習指導要領

の領域 

数と式 ４３．２ －０．３ ４３．５ ４２．６ 

図形 ４５．１ －１．４ ４６．５ ４５．２ 

関数 ５０．１ ＋１．９ ４８．２ ４７．７ 

データの活用 ５８．１ －０．５ ５８．６ ５８．０ 

問題形式 

選択式 ５４．８ ＋０．８ ５４．０ ５４．３ 

短答式 ５１．２ －０．８ ５２．０ ５０．２ 

記述式 ３９．７ ＋０．１ ３９．６ ３９．３ 

 

２ 呉市の分析結果及び課題改善のための方策  【 】内は領域 （ ）内は問題形式 

 
全国と比較して， 

正答率の高かった主な設問等 
全国と比較して， 

正答率の低かった主な設問等 
課題改善のための方策 

小
学
校 

第
６
学
年 

○目的に応じて適切なグラフを選

択して出荷量の増減を判断し，

その理由を言葉や数を用いて記

述する。  

   【データの活用（記述式）】 

○平行四辺形の性質を基に，コン

パスを用いて平行四辺形を作図

する。     【図形（短答式）】 

●小数の加法について，数の相対

的な大きさを用いて，共通する

単位を捉える。   

【数と計算（短答式）】 

●数直線上で，１の目盛りに着目

し，分数を単位分数の幾つ分とし

て捉える。  

【数と計算（短答式）】 

◇小数の加法について，数の表し

方の仕組みや数を構成する単位

に着目して，整数の加法に帰着

できるのかを考察する場を設定

する。      【数と計算】 

◇分数の意味や表し方を理解する

際，数直線上で，０から１までが

何等分されているのかに着目

し，単位分数を捉える場を設定

する。      【数と計算】 

中
学
校 

第
３
学
年 

○一次関数y = ax + bについて，変

化の割合を基に，xの増加量に対

するyの増加量を求める。 

【関数（短答式）】 

○素数の意味を理解する。 

【数と式（選択式）】 

●式の意味を読み取り，成り立つ

事柄を見いだし，数学的な表現

を用いて説明する。 

  【数と式（記述式）】 

●多角形の外角の意味を理解して

いる。 

【図形（短答式）】 

◇説明や証明を行う際に，適用題

として問題の条件を変えること

で，前の問題との違いや共通点

を考える場を設定する。また，生

徒自身に問題の条件を変えさせ

たり，結果を予想させたりする

場を設定する。            

 【全領域共通】                        

 

算数・数学 



 

 

１ 呉市と全国平均・県平均 

 【小学校（義務教育学校前期課程を含む。） 第６学年】 

分類 区分 呉 市 全国との比較 全 国 広島県 

学習指導要領

の領域 

「エネルギー」を柱とする領域 ４８．１ ＋１．４ ４６．７ ４７．３ 

「粒子」を柱とする領域 ５２．７ ＋１．３ ５１．４ ５２．７ 

「生命」を柱とする領域 ５７．６ ＋５．６ ５２．０ ５５．１ 

「地球」を柱とする領域 ６８．９ ＋２．２ ６６．７ ６８．８ 

問題形式 

選択式 ５６．５ ＋１．８  ５４．７ ５５．８ 

短答式 ７２．０ ＋２．３ ６９．７ ７２．２ 

記述式 ５４．８ ＋９．６ ４５．２ ５１．５ 

 

【中学校（義務教育学校後期課程を含む。） 第３学年】 

  問題別の平均正答率のみ示されている。 

 

２ 呉市の分析結果及び課題改善のための方策  【 】内は領域 （ ）内は問題形式 

 
全国と比較して， 

正答率の高かった主な設問等 
全国と比較して， 

正答率の低かった主な設問等 
課題改善のための方策 

小
学
校 

第
６
学
年 

○乾電池のつなぎ方について，直

列つなぎに関する知識を身に付

ける。 

【エネルギー（選択式）】 

○レタスの種子の発芽の条件につ

いて，差異点や共通点を基に，新

たな問題を見いだし，表現する。              

【生命（記述式）】 

●発芽するために必要な条件につ

いて，実験の条件を制御した解

決の方法を発想し，表現する。      

【生命（選択式）】 

◇問題の解決に向けて,どのよう

な観察・実験を行う必要がある

か,児童が計画する学習活動を

設定する。また,児童が計画した

観察・実験を行った後，その方法

が適切であったのか検証する場

を設定する。 

【生命】 

中
学
校 

第
３
学
年 

○身の回りの事象から生じた疑問

や見いだした問題を解決するた

めの課題を設定する。 

【粒子（記述）】 

●【考察】をより確かなものにす

るために，音に関する知識及び技

能を活用して，変える条件に着目

した実験を計画し，予想される実

験の結果を適切に説明する。 

【エネルギー（記述）】 

●大地の変化について，時間的・

空間的な見方を働かせて，土地の

様子とボーリング調査の結果を関

連付けて，地層の広がりを検討し

て表現する。 

【地球（記述式）】 

◇課題の解決に向けて,どのよう

な観察・実験を行う必要がある

か,生徒が計画する学習活動を

設定する。また,生徒が計画した

観察・実験を行った後，その方法

が適切であったのか検証する場

を設定する。 

【エネルギー】 

◇生徒が時間的・空間的な見方を

働かせやすくなるよう，ＩＣＴ

や模型等を活用したモデル実験

を設定する。 

【地球】 

 

理 科 


